
一橋論叢 第101巻 第2号（96）

価
値
概
念
と
弁
証
法
的
方
法

問
題
の
所
在

価
値
実
体
労
働
の
概
念
規
定
に
お
け
る

分
析
的
方
法
と
発
生
的
方
法

　
価
値
実
体
労
働
と
し
て
の
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
に
関
し
て
の

二
義
性
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

今
こ
こ
で
従
来
の
議
論
の
総
括
を
試
み
る
余
裕
は
な
い
が
、
従
来

の
議
論
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
方
法
論
的
見
地
か
ら
す
る

価
値
実
体
労
働
の
概
念
規
定
の
優
越
性
で
あ
ろ
う
。
方
法
論
的
見

地
か
ら
の
み
正
し
い
概
念
規
定
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

　
我
々
は
既
に
こ
の
労
働
概
念
の
方
法
論
的
見
地
に
よ
る
規
定
を

試
み
た
も
の
と
し
て
二
人
の
先
行
者
を
も
ウ
て
い
る
。
そ
の
一
人

は
ル
ー
ビ
ン
で
あ
り
、
ま
た
一
人
は
見
田
石
介
氏
で
あ
る
。
ル
ー

田
　
　
島

慶
　
　
吾

ピ
ン
は
価
値
の
概
念
を
生
じ
せ
し
め
る
労
働
の
概
念
を
求
め
て
、

価
値
の
実
体
と
し
て
の
社
会
的
労
働
の
概
念
を
確
定
し
よ
う
と
し

た
。
こ
の
結
果
、
彼
は
こ
の
労
働
概
念
を
商
品
交
換
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
る
杜
会
的
平
均
的
労
働
の
形
を
と
っ
た
「
一
般
的
抽
象
的

　
＾
2
）

労
働
」
で
あ
る
と
し
、
こ
の
特
殊
社
会
的
な
労
働
の
概
念
か
ら
の

み
価
値
と
い
う
社
会
的
な
も
の
が
「
発
生
的
」
に
展
開
で
き
る
と

考
え
た
。
ル
ー
ピ
ン
は
弁
証
法
的
方
法
に
よ
っ
て
価
値
概
念
を
労

働
か
ら
発
生
的
に
展
開
し
う
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た

彼
は
マ
ル
ク
ス
の
「
分
析
的
方
法
」
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
彼
は
「
分
析
的
方
法
」
に
よ
れ
ぱ
価
値
の

実
体
で
あ
る
労
働
の
概
念
は
超
歴
史
的
な
「
社
会
的
平
均
労
働
」

で
あ
る
と
し
、
方
法
論
上
の
差
異
に
よ
り
二
つ
の
労
働
が
価
値
の

実
体
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
は
方
法
論
上
の
二
元
論
で
あ
る
ぱ
か

262



（97）価値概念と弁証法的方法

り
で
な
く
、
主
観
主
義
で
あ
る
と
の
非
難
を
浴
ぴ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
見
田
石
介
氏
も
ま
た
「
分
析
的
方
法
」
と
「
発
生
的
方

法
」
と
を
区
別
し
、
価
値
概
念
を
規
定
す
る
の
は
「
分
析
的
方

法
」
で
あ
り
、
確
定
さ
れ
た
概
念
か
ら
様
々
な
形
態
を
展
開
す
る

　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

方
法
が
「
発
生
的
方
法
」
で
あ
る
と
し
た
が
、
こ
の
た
め
に
「
分

析
的
方
法
」
と
「
発
生
的
方
法
」
と
は
や
は
り
二
元
論
的
に
解
釈

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
見
田
氏
の
こ
の
「
分
析
的
方
法
」
に
ょ

る
価
値
実
体
労
働
の
概
念
規
定
は
重
大
な
難
点
を
は
ら
む
も
の
で

あ
っ
た
。
氏
に
よ
っ
て
価
値
の
実
体
で
あ
る
「
抽
象
的
人
間
労

働
」
は
超
歴
史
的
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の
概
念
と
価
値
を
形

成
す
る
労
働
で
あ
る
「
社
会
的
労
働
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
抽
象

　
　
　
＾
4
）

的
人
間
労
働
」
と
の
間
に
は
必
然
的
な
関
連
は
な
い
と
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
そ
れ
自
体
は
超
歴
史
的
な
も

の
が
社
会
的
な
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
の
か
の
分
析
は
行
わ

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
両
者
の
考
察
の
難
点
は
諸
契
機
を
分
離
し
、
ま
た
超
歴
史
的
な

内
容
を
析
出
す
る
「
分
析
的
方
法
」
と
社
会
的
形
態
展
開
を
可
能

に
す
る
「
発
生
的
方
法
」
と
の
二
つ
の
方
法
と
が
外
的
に
分
離
し

て
い
る
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
分
析
的
方
法
」
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
超
歴
史
的
内
容
と
「
発
生
的
方
法
」
の
基
礎
と
な
る
こ
の
内

容
の
社
会
形
態
と
の
関
連
が
、
ル
ー
ビ
ン
に
お
い
て
は
事
実
上
無

く
、
見
田
氏
に
お
い
て
は
外
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
け
ら

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
問
題
は
、
「
分
析
的
方

法
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
超
歴
史
的
な
内
容
と
発
生
的
展
開
が
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

能
と
な
る
弁
証
法
的
「
概
念
」
（
1
1
実
体
）
の
関
連
に
あ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
概
念
の
み
が
見
田
氏
の
言
う
「
発
生
的
展
開
」

を
可
能
と
す
る
の
で
あ
る
。
ル
ー
ピ
ン
は
そ
の
よ
う
な
概
念
を
そ

の
「
弁
証
法
的
方
法
」
に
よ
っ
て
確
定
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
の

概
念
と
分
析
的
方
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
超
歴
史
的
内
容
と
の
関

連
は
彼
に
よ
っ
て
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
分
析
的

方
法
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
超
歴
史
的
内
容
と
概
念
の
形
態
展
開

が
可
能
と
な
る
実
体
の
形
成
の
関
達
こ
そ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
超
歴
史
的
内
容
が
い
か
に
し
て
以
後
の
概
念
の
発
生
的

展
開
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
社
会
的
実
体
と
し
て
形
成
さ
れ
る
か
、

こ
の
超
歴
史
的
内
容
の
社
会
的
実
体
へ
の
生
成
、
転
化
の
弁
証
法

こ
そ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
見
田
氏
の
言
う
「
発
生
的
方
法
」
が

　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

概
念
展
開
の
弁
証
法
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
今
、
問
題
で
あ
る
の
は

概
念
形
成
の
弁
証
法
な
の
で
あ
る
。

　
我
々
は
以
下
に
お
い
て
こ
の
概
念
形
成
の
弁
証
法
に
よ
っ
て
、

価
値
実
体
労
働
の
概
念
を
規
定
し
た
い
と
恩
う
。
こ
の
弁
証
法
は
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何
よ
り
も
発
生
的
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
・
概
念
展
開

の
弁
証
法
が
社
会
的
実
体
か
ら
杜
会
的
形
態
を
展
開
す
る
の
に
対

し
て
、
こ
の
弁
証
法
は
社
会
的
実
体
が
い
か
に
し
て
超
歴
史
的
内

容
か
ら
発
生
的
に
形
成
さ
れ
る
か
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の

弁
証
法
に
よ
っ
て
初
め
て
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
の
二
義
性
が
構

造
的
に
理
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
第
一
節
価
値
実
体
労
働
の
発
生
的
構
造
に
つ
い
て

　
価
値
実
体
労
働
が
特
殊
社
会
的
な
被
規
定
性
を
受
け
て
い
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
特
殊
社
会
的
な
も
の

で
あ
る
限
り
、
そ
れ
は
超
歴
史
的
な
も
の
か
ら
特
殊
社
会
的
な
も

の
へ
の
存
立
の
歴
史
的
及
ぴ
構
造
的
な
発
生
過
程
を
も
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

は
ず
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
こ
れ
を
確
認
す
れ
ぱ
、
「
社

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

会
的
必
要
時
間
が
前
提
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
1
そ
し
て
こ
れ
は
商

品
の
価
値
が
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
労
働
時
間
に
還
元
さ
れ
た
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

に
常
に
出
発
点
と
さ
れ
る
前
提
で
あ
る
」
（
■
－
少
ω
・
旨
O
）
。
こ
の

よ
う
に
価
値
概
念
は
、
労
働
に
即
し
て
言
え
ぱ
、
価
値
の
実
体
で

は
な
い
労
働
か
ら
価
値
の
実
体
で
あ
る
労
働
へ
の
発
生
的
構
造
を

も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
次
に
、
価
値
概
念
の
前
提
と
し
て
の
「
社
会
的
必
要
労
働

時
間
L
が
そ
れ
自
身
「
前
提
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
こ

の
「
前
提
さ
れ
た
も
の
」
の
「
前
提
」
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

も
答
え
る
に
は
易
す
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
そ
れ
は
「
私
的
諸
労

働
」
で
あ
る
と
。
さ
し
あ
た
り
、
費
本
主
義
社
会
の
歴
史
的
発
生

を
度
外
視
す
れ
ぱ
、
所
与
の
も
の
と
し
て
の
資
本
主
義
社
会
の
構

造
的
発
生
に
お
い
て
論
理
上
出
発
点
と
な
る
の
は
「
直
接
的
に
は

社
会
的
で
は
な
い
」
（
宍
貝
ψ
竃
）
私
的
諸
労
働
で
あ
る
。
即

ち
、
「
出
発
点
と
な
る
の
は
、
共
同
体
的
労
働
と
し
て
の
諸
個
人

の
労
働
で
は
な
く
、
逆
に
、
私
的
諸
個
人
の
特
殊
的
労
働
で
あ
り
、

交
換
過
程
で
初
め
て
そ
れ
ら
の
当
初
の
性
格
を
止
揚
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
般
的
な
社
会
的
労
働
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
労
働

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
一
般
的
な
社
会
的
労
働
は
既
成
の
前
提
で
は

な
く
し
て
、
こ
れ
か
ら
生
成
す
る
結
果
な
の
で
あ
る
」
（
H
H
l
“
ψ

－
8
）
。
価
値
の
実
体
と
し
て
考
え
ら
れ
た
二
般
的
な
社
会
的

労
働
L
は
、
論
理
上
「
私
的
諸
労
働
」
を
出
発
点
と
し
、
そ
こ
か

ら
何
ら
か
の
媒
介
を
経
て
「
生
成
」
す
る
結
果
で
あ
る
こ
と
が
こ

こ
で
も
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
価
値
の
実
体
で
あ
る
労
働
は

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

「
共
同
性
に
ま
で
媒
介
さ
れ
た
私
的
労
働
（
昌
・
昌
『
Ω
Φ
目
①
ぎ
－

竃
罫
匡
ざ
鼻
睾
く
害
冒
津
“
O
豪
胃
写
算
胃
ま
ε
」
（
H
－
－
ポ
ω
．
宝
H
）

な
の
で
あ
る
。
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■
と
こ
ろ
で
私
的
諸
労
働
は
二
重
の
二
重
性
を
も
っ
て
い
る
。
即

ち
、
私
的
諸
労
働
は
一
方
で
は
、
具
体
的
有
用
労
働
で
あ
る
限
り

異
質
で
あ
り
、
同
時
に
、
人
間
労
働
カ
の
支
出
、
つ
ま
り
、
「
人

間
の
頭
脳
、
筋
肉
、
神
経
、
手
な
ど
の
生
産
的
支
出
」
（
宍
一
μ

｝
O
。
｛
）
で
あ
る
「
抽
象
的
人
間
労
働
と
い
う
抽
象
的
属
性
」
（
畠
芦
一

ψ
9
）
を
共
通
な
「
属
性
」
と
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
同

質
的
で
あ
る
。
他
方
、
私
的
諸
労
働
は
、
そ
れ
が
「
私
的
」
で
あ

る
限
り
特
殊
的
で
あ
り
社
会
的
形
態
を
も
っ
て
い
な
い
が
、
商
品

交
換
と
い
う
場
面
で
「
抽
象
的
人
間
労
働
と
い
う
こ
の
特
殊
に
社

会
的
な
形
態
」
（
宍
坤
ψ
竃
）
に
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
同
等

な
社
会
的
労
働
と
し
て
妥
当
し
て
い
る
。
私
的
諸
労
働
は
こ
う
し

た
二
重
の
二
重
性
、
一
方
に
お
け
る
具
体
的
有
用
労
働
と
し
て
の

異
質
性
と
、
人
間
労
働
と
し
て
の
同
質
性
（
生
理
学
的
意
味
で
の

人
間
労
働
カ
の
支
出
）
、
他
方
に
お
け
る
、
私
的
労
働
で
あ
る
限
り

で
の
特
殊
個
別
性
と
、
価
値
の
実
体
で
あ
る
限
り
で
の
社
会
的
同

等
性
を
も
つ
。
こ
こ
で
問
題
は
異
質
な
私
的
諸
労
働
の
同
質
性
で

あ
る
（
単
に
共
通
す
る
属
性
と
い
う
意
味
で
の
）
「
抽
象
的
人
間

労
働
と
い
う
抽
象
的
属
性
」
と
、
商
品
交
換
と
い
う
場
面
で
定
立

さ
れ
る
、
価
値
の
実
体
で
あ
る
限
り
で
の
異
質
な
私
的
諸
労
働
の

「
特
殊
に
社
会
的
な
形
態
」
に
あ
る
「
摘
象
的
人
間
労
働
」
の
関
連

と
区
別
と
の
間
題
で
あ
る
。
私
的
諸
労
働
は
「
抽
象
的
人
間
労

働
」
と
い
う
独
自
な
社
会
的
形
態
に
お
い
て
社
会
的
労
働
と
し
て

機
能
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
「
杜
会
的
労
働
と
し
て
機
能
」

す
る
と
は
、
そ
れ
自
体
で
は
あ
ら
ゆ
る
社
会
に
共
通
な
社
会
的
労

働
の
諸
規
定
を
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
が
私
的
諸
労
働
の
独
自
に

社
会
的
な
形
態
と
し
て
満
足
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
的
諸
労

働
が
社
会
的
労
働
と
し
て
編
成
さ
れ
る
そ
の
特
殊
な
様
式
を
意
味

す
る
（
後
述
）
。

　
さ
て
、
私
的
諸
労
働
は
「
抽
象
的
人
間
労
働
と
い
う
抽
象
的
属

性
」
に
お
い
て
価
値
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
意
味
の

「
抽
象
的
人
間
労
働
」
は
生
き
た
諸
労
働
の
「
属
性
」
“
同
質
性

に
過
ぎ
ず
、
こ
の
「
属
性
」
と
し
て
の
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
と
、

価
値
の
実
体
と
考
え
ら
れ
た
私
的
諸
労
働
の
「
特
殊
に
杜
会
的
形

態
」
に
あ
る
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
と
は
明
ら
か
に
存
在
性
椿
を

異
に
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
当
然
両
者
を
媒
介
す
る
過
程
が
必
要

と
な
る
。
こ
の
媒
介
過
程
と
は
、
私
的
諸
労
働
の
抽
象
的
同
質
性

で
あ
る
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
を
価
値
の
実
体
で
あ
る
隈
り
で
社

会
附
労
働
と
し
て
機
能
す
る
特
殊
に
社
会
的
な
形
態
に
あ
る
「
抽

象
的
人
間
労
働
」
へ
と
転
化
、
生
成
せ
し
め
る
過
程
で
あ
る
。
問

題
は
こ
の
媒
介
の
過
程
は
何
で
あ
る
か
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
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媒
介
の
過
程
も
ま
た
上
記
の
引
用
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、

媒
介
の
過
程
と
は
「
交
換
過
程
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
「
諸
交
換

価
値
の
基
礎
の
上
で
は
、
労
働
は
交
換
を
通
じ
て
初
め
て
一
般
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

な
も
の
と
し
て
措
定
さ
れ
る
」
の
で
あ
り
、
更
に
は
、
「
価
値
の

、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

概
念
は
事
実
上
、
生
産
物
の
交
換
を
前
提
と
し
て
い
る
。
…
諸
商

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

品
と
し
て
の
生
産
物
の
交
換
は
、
労
働
を
交
換
し
、
各
人
の
労
働

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

を
他
人
の
労
働
に
依
存
さ
せ
る
一
定
の
方
法
、
社
会
的
労
働
ま
た

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
社
会
的
生
産
の
一
定
の
様
式
で
あ
る
」
（
旨
邑
月
ω
．
竃
N
）
と

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
価
値
実
体
労
働
が
、
特
殊
的
私
的
諸
労
働
か
ら
価
値
の
実
体
で

あ
る
私
的
諸
労
働
の
社
会
的
同
等
性
へ
の
発
生
構
造
を
も
つ
も
の

で
あ
る
こ
と
が
以
上
か
ら
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
即
ち
、
そ
れ
は
直

接
的
に
は
社
会
的
労
働
と
し
て
機
能
し
な
い
私
的
諸
労
働
が
商
品

交
換
に
よ
っ
て
社
会
的
労
働
と
し
て
編
成
さ
れ
る
際
に
、
私
的
諸

労
働
の
特
殊
に
社
会
的
な
形
態
と
し
て
の
「
抽
象
的
人
間
労
働
」

が
、
生
き
た
労
働
の
抽
象
的
属
性
で
あ
る
「
抽
象
的
人
間
労
働
」

か
ら
商
品
交
換
を
媒
介
に
し
て
構
造
的
に
構
成
さ
れ
る
過
程
で
あ

る
。
我
々
は
以
上
で
価
値
実
体
労
働
が
発
生
的
構
造
を
も
つ
も
の

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
我
々
は
第
二
節
で
分
析
的
方
法
に
よ

り
、
価
値
実
体
労
働
の
諸
規
定
を
析
出
し
、
第
三
節
で
こ
れ
ら
の

諸
規
定
の
構
造
連
関
を
概
念
形
成
の
弁
証
法
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

す
る
。
即
ち
、
第
二
節
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
価
値
概
念

の
確
定
が
商
品
交
換
と
い
う
社
会
的
次
元
で
な
さ
れ
て
い
る
二
と

を
、
ま
た
同
時
に
そ
こ
に
お
い
て
、
生
き
た
私
的
諸
労
働
の
摘
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

的
属
性
に
過
ぎ
な
い
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
と
、
価
値
の
実
体
と

考
え
ら
れ
た
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
の
存
在
性
格
の
相
違
、
二
つ

の
「
摘
象
的
人
間
労
働
」
の
存
在
次
元
の
位
相
の
区
別
が
社
会
的

労
働
の
編
成
様
式
と
い
う
見
地
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
分
析

的
方
法
に
よ
る
規
定
と
と
ら
え
、
第
三
節
に
お
い
て
、
こ
の
二
つ

の
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
の
「
交
換
」
と
い
う
媒
介
過
程
に
よ
る

関
達
づ
け
（
第
二
節
で
析
出
さ
れ
た
価
値
実
体
労
働
の
諸
契
機
の

構
造
連
関
の
解
明
）
を
概
念
形
成
の
弁
証
法
と
し
て
と
ら
え
る
。

以
上
の
作
業
は
、
価
値
実
体
労
働
概
念
の
形
成
を
弁
証
法
的
に
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
の
マ

ル
ク
ス
に
お
け
る
二
義
性
を
理
解
し
う
る
と
い
う
立
論
の
立
場
を

証
明
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

第
一
一
節

分
析
的
方
法
に
よ
る
価
値
実
体
労
働
の

諸
規
定
の
分
析

こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
価
値
概
念
の
規
定
を
述
べ
て
お
こ
う
。
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マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ぱ
価
値
概
念
と
は
「
人
間
労
働
で
あ
る
が
故
の
、

即
ち
、
人
間
労
働
一
般
で
あ
る
が
故
の
、
ま
た
そ
の
限
り
で
の
金

て
の
労
働
の
同
等
性
及
ぴ
同
等
な
妥
当
性
」
（
宍
H
一
ω
．
ミ
）
「
諸
商

品
の
交
換
価
値
と
は
実
は
、
同
等
で
一
般
的
な
労
働
と
し
て
の
個

個
人
の
労
働
相
互
の
関
連
に
他
な
ら
ず
、
労
働
の
特
殊
に
社
会
的

な
形
態
の
対
象
的
表
現
に
他
な
ら
な
い
」
（
自
－
“
9
－
章
）
。
ま

た
物
神
性
論
を
勘
案
す
れ
ぱ
、
「
商
品
を
生
産
す
る
労
働
の
特
有

な
社
会
的
性
格
」
（
穴
ト
ψ
o
．
N
）
の
対
象
的
表
現
が
価
値
で
あ
る

と
さ
れ
る
。

　
価
値
の
実
体
で
あ
る
労
働
の
特
有
な
社
会
的
性
格
（
以
下
、
価

値
実
体
労
働
の
藷
規
定
と
呼
ぷ
）
と
は
、
『
経
済
単
批
判
』
、
『
資

本
論
．
初
版
』
な
ら
ぴ
に
『
資
本
論
』
現
行
版
を
参
照
す
る
と
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
巴
〕

の
三
つ
の
規
定
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
即
ち
、
一
、
労
働
の
社
会

的
同
等
性
、
二
、
労
働
の
社
会
的
大
き
さ
、
三
、
労
働
の
社
会
的

関
連
、
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
社
会
的
」
と
は
、
「
社
会
的
一
般
と

い
う
の
で
は
な
く
、
特
殊
な
在
り
方
に
お
い
て
社
会
的
」
（
自
－
“

ω
．
旨
H
）
の
謂
で
あ
り
、
こ
の
「
社
会
的
」
の
特
殊
な
意
味
に
お

い
て
、
価
値
の
実
体
と
し
て
の
私
的
諸
労
働
の
特
有
な
社
会
的
性

楕
が
以
下
問
題
と
な
る
。
間
題
と
な
る
と
は
即
ち
、
全
て
の
社
会

に
お
い
て
社
会
は
そ
の
労
働
を
一
定
の
仕
方
で
社
会
的
労
働
と
し

て
編
成
す
る
の
で
あ
る
が
、
商
品
生
産
社
会
以
外
の
社
会
で
は

「
労
働
の
自
然
形
態
が
、
そ
し
て
商
品
生
産
の
基
礎
の
上
で
の
よ

う
に
労
働
の
一
般
性
が
で
は
な
く
、
そ
の
特
殊
性
が
こ
こ
で
は
労

働
の
直
接
的
に
社
会
的
な
形
態
」
（
宍
卜
ψ
ξ
）
な
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

労
働
は
そ
の
自
然
形
態
に
お
い
て
社
会
的
労
働
の
三
要
件
、
人
間

労
働
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
労
働
の
同
等
性
、
労
働
時
間
の
社
会
的

尺
度
、
労
働
の
社
会
的
関
連
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
労

働
と
し
て
編
成
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
商
品
生
産
社
会
で
は
そ
の

労
働
は
直
接
的
な
社
会
的
形
態
に
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
特
殊
社

会
的
形
態
に
お
い
て
こ
の
形
態
を
も
た
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
直
接
的

に
は
社
会
的
労
働
で
な
い
、
従
っ
て
社
会
的
労
働
と
し
て
直
接
的

に
編
成
さ
れ
て
い
な
い
私
的
諸
労
働
が
社
会
的
労
働
と
し
て
編
成

さ
れ
る
際
に
、
そ
れ
自
体
で
は
労
働
の
永
遠
の
一
属
性
で
あ
る
生

理
掌
的
意
味
で
の
「
抽
象
的
人
閲
労
働
」
が
こ
の
編
成
様
式
に
お

い
て
果
た
し
て
い
る
機
能
的
性
格
が
こ
こ
で
い
う
価
値
葵
体
と
し

て
の
労
働
の
特
有
な
社
会
的
性
格
の
意
味
で
あ
る
。

　
で
は
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
価
値
実
体
労
働
の
諸
規
定
を
い
か
に

し
て
分
析
し
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
が
あ
る
よ
う

＾
聖に
、
こ
れ
ら
の
諸
規
定
は
商
品
交
換
1
1
二
商
品
等
置
と
い
う
社
会

的
関
係
の
次
元
で
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
が
重
要
で
あ
る
。
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こ
の
二
商
品
等
置
と
い
う
レ
ベ
ル
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
分
析
を

最
も
明
瞭
に
示
し
て
い
る
の
が
、
『
資
本
論
・
初
版
』
に
お
け
る

分
析
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
を
、
随
時
、
『
資
本
論
』
を
参
照
し
つ

つ
具
体
化
し
よ
う
。
そ
こ
で
マ
ル
ク
ス
は
、
2
0
エ
レ
の
リ
ン
ネ
ル

ー
1
一
着
の
上
着
の
二
商
晶
等
置
を
前
提
に
し
て
次
ぎ
の
よ
う
に
述

ぺ
て
い
る
。
「
2
0
エ
レ
の
リ
ン
ネ
ル
H
一
着
の
上
着
、
ま
た
は
、

2
0
エ
レ
の
リ
ン
ネ
ル
は
一
着
の
上
着
に
値
す
る
、
が
表
現
し
て
い

る
も
の
は
、
両
者
の
物
の
生
産
に
必
要
な
異
種
の
労
働
が
人
間
労

働
と
し
て
は
同
等
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
、
こ
れ
ら
の
物
の
生
産
に
支
出
さ
れ
た
労
働
量
は
特
定
の
社
会

的
法
則
に
よ
っ
て
計
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
裁
縫
者
と
織
布
者
は

一
定
の
杜
会
的
関
係
に
入
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
関
係
は
生
産
者

た
ち
の
一
定
の
社
会
的
関
連
で
あ
っ
て
、
こ
の
関
連
の
中
で
彼
等

は
彼
等
の
色
々
な
種
類
の
有
用
労
働
を
人
間
労
働
と
し
て
等
置
し
、

ま
た
同
様
に
そ
の
中
で
生
産
者
た
ち
が
彼
等
の
労
働
の
大
き
さ
を

人
間
労
働
カ
の
支
出
の
継
続
時
間
に
よ
っ
て
計
る
と
こ
ろ
の
一
定

の
社
会
的
関
連
で
あ
る
」
（
宍
貝
ω
・
ミ
ご
）
。
ま
ず
、
私
的
諸
労

働
の
社
会
的
同
等
性
に
つ
い
て
は
、
二
商
品
等
置
の
前
提
で
あ
る

異
種
の
私
的
諸
労
働
（
裁
縫
労
働
と
織
布
労
働
）
は
具
体
的
有
用

労
働
と
し
て
は
異
質
で
あ
り
相
互
に
同
等
性
は
な
い
が
、
両
者
は

共
に
人
間
労
働
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
同
質
で
あ
る
。
即
ち
「
裁

縫
労
働
と
織
布
労
働
は
質
的
に
違
っ
た
生
産
的
活
動
で
あ
る
と
は

い
え
、
両
方
と
も
人
間
の
脳
や
筋
肉
や
神
経
や
手
の
生
産
的
支
出

で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
両
方
と
も
人
間
労
働
で
あ
る
」
（
内
ト
ψ

㎞
o
。
｛
）
。
こ
ポ
を
受
け
て
更
に
「
全
て
の
労
働
は
一
面
で
は
生
理
学

的
意
味
で
の
人
間
労
働
カ
の
支
出
で
あ
り
、
こ
の
同
等
な
人
間
労

働
ま
た
は
抽
象
的
人
間
労
働
と
い
う
属
性
（
向
雷
寡
o
冨
津
o
q
蚕
、

○
巨
實
昌
o
箏
ω
o
巨
ざ
す
宵
o
｛
o
『
顯
σ
卑
量
庁
↓
旨
①
目
8
巨
ざ
プ
智
＞
σ
Φ
岸
）

に
お
い
て
そ
れ
は
商
品
価
値
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
」
（
冒
声
・

ω
・
2
）
と
言
わ
れ
る
。
こ
こ
で
相
互
に
異
質
な
私
的
諸
労
働
の

社
会
的
同
等
性
の
基
礎
、
つ
ま
り
、
同
質
性
は
「
生
理
学
的
意
味

で
の
人
間
労
働
カ
の
支
出
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
ご

こ
で
の
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
は
生
き
た
労
働
の
抽
象
的
属
性
で

あ
る
に
過
ぎ
ず
、
二
商
品
等
置
に
お
け
る
価
値
の
実
体
と
し
て
の

抽
象
的
人
間
労
働
、
「
抽
象
的
人
間
労
働
と
い
う
こ
の
独
自
に
社

会
的
な
形
態
」
と
は
そ
の
存
在
の
位
相
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
「
互
い
に
全
く
異
質
な
諸
労
働
の
同
等
性
は
た
だ
現
実
の
不

等
性
の
捨
象
、
諸
労
働
が
人
間
的
労
働
カ
の
支
出
と
し
て
、
抽
象

的
人
間
労
働
と
し
て
も
つ
共
通
な
性
格
へ
の
還
元
に
お
い
て
し
か

成
り
た
ち
え
な
い
」
（
旨
声
一
ω
・
。
。
ご
）
の
で
あ
る
か
ら
、
二
商
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品
等
置
に
お
い
て
異
質
な
私
的
諸
労
働
が
そ
の
現
実
の
不
等
性
を

捨
象
さ
れ
た
私
的
諸
労
働
の
特
殊
社
会
的
形
態
と
し
て
の
「
抽
象

的
人
間
労
働
」
が
異
質
な
私
的
諸
労
働
の
特
殊
社
会
的
「
同
等

性
」
な
の
で
あ
る
。
次
に
、
労
働
の
杜
会
的
大
き
さ
に
関
し
て
は
、

こ
の
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
が
「
特
定
の
社
会
的
諸
法
則
に
よ
っ

て
計
ら
れ
」
た
も
の
が
異
質
な
私
的
諸
労
働
の
「
社
会
的
大
き

さ
」
で
あ
る
。
最
後
に
、
労
働
の
社
会
的
関
連
に
つ
い
て
は
、
私

的
生
産
者
が
こ
の
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
に
お
い
て
「
一
定
の
生

産
関
係
に
入
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
労
働
の
社
会
的
関
連

が
生
じ
て
い
る
。
私
的
生
産
者
は
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
と
い
う

私
的
諸
労
働
の
特
殊
に
社
会
的
な
形
態
に
お
い
て
労
働
の
社
会
的

関
連
を
取
り
結
ぷ
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
こ
こ
に
上
述
の
杜
会

的
労
働
の
三
要
件
と
、
私
的
諸
労
働
が
社
会
的
労
働
と
し
て
編
成

さ
れ
る
際
の
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
の
特
殊
社
会
的
な
機
能
的
性

権
と
が
同
時
に
分
析
的
に
析
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク

ス
に
よ
る
価
値
実
体
労
働
の
諸
規
定
は
二
商
品
等
置
と
い
う
杜
会

的
関
係
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
分
析
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
価

値
実
体
労
働
の
中
心
的
規
定
を
な
す
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
は
こ

こ
で
は
商
品
交
換
を
媒
介
に
し
た
生
産
者
の
社
会
的
関
係
の
場
面

に
お
い
て
存
立
す
る
と
い
う
存
在
性
格
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る

（
以
下
、
「
価
値
の
実
体
で
あ
る
抽
象
的
人
間
労
働
」
と
は
、
こ
二

で
言
わ
れ
た
、
価
値
実
体
労
働
の
三
規
定
、
私
的
諸
労
働
の
社
会

的
同
等
性
、
社
会
的
犬
き
さ
、
社
会
的
関
連
を
満
足
さ
せ
る
特
殊

社
会
的
形
態
に
あ
る
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
を
意
味
す
る
も
の
と

す
る
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
は
上
述
の
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
価
値

概
念
規
定
の
後
半
部
、
即
ち
、
「
金
て
の
労
働
の
同
等
性
及
ぴ
同

等
な
妥
当
性
」
が
、
二
商
品
等
置
1
1
商
品
交
換
と
い
う
杜
会
的
関

係
の
レ
ベ
ル
で
語
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
、
価
値
の
実
体
と

し
て
の
「
全
て
の
労
働
の
同
等
性
及
ぴ
同
等
な
妥
当
性
」
が
言
わ

れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
で
は
価
値
概
念
規
定
の
前
半
部
「
人
間
労
働

で
あ
る
が
故
の
、
即
ち
、
人
間
労
働
一
般
で
あ
る
が
故
の
、
ま
た

そ
の
限
り
で
の
」
と
い
う
規
定
は
何
を
語
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
既
に
答
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
生
き
た

労
働
が
共
通
な
属
性
と
し
て
持
つ
「
生
理
学
的
意
味
で
の
抽
象
的

人
間
労
働
」
の
存
在
の
指
摘
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
前
半
部
で
私

的
諸
労
働
の
杜
会
的
同
等
性
の
基
礎
を
な
し
、
そ
の
資
格
に
お
い

て
価
値
を
形
成
す
る
労
働
の
抽
象
的
属
性
で
あ
る
「
抽
象
的
人
間

労
働
」
の
存
在
を
語
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、

「
流
動
状
態
に
あ
る
人
間
的
労
働
カ
、
即
ち
、
人
間
的
労
働
は
価

96　
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値
を
形
成
す
る
け
れ
ど
も
価
値
で
な
い
。
そ
れ
は
凝
固
状
態
に
お

い
て
、
対
象
性
形
態
に
お
い
て
価
値
に
な
る
L
（
旨
声
一
リ
3
）

の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
生
き
た
労
働
の
抽
象
的
属
性
で
あ
る

「
抽
象
的
人
間
労
働
」
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
同
等
性
が
形
成
さ

れ
る
も
の
（
価
値
の
超
歴
史
的
な
基
体
で
あ
る
同
質
性
と
し
て
の

「
抽
象
的
人
閥
労
働
」
、
こ
の
意
味
の
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
を

「
価
値
の
塞
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
と
呼
ぶ
）
で
は
あ

る
が
、
形
成
さ
れ
た
も
の
（
社
会
的
同
等
性
）
で
は
な
い
。
一
一
方

の
、
生
き
た
労
働
の
抽
象
的
属
性
で
あ
る
「
価
値
の
基
体
と
し
て

の
抽
象
的
人
間
労
働
」
と
、
他
方
の
、
二
商
品
等
置
と
い
う
社
会

的
関
係
の
レ
ペ
ル
に
お
け
る
私
的
諸
労
働
の
特
殊
に
社
会
的
な
形

態
で
あ
る
「
価
値
の
実
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
で
は
こ

の
よ
う
に
存
在
の
位
相
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
同
時
に
、
価
値
概
念
の
規
定
に
あ
っ
て
は
両
者
の
関
連
も

ま
た
語
ら
れ
て
い
る
。
「
人
間
労
働
で
あ
る
が
故
の
、
…
…
ま
た

そ
の
隈
り
で
の
」
の
言
葉
が
両
者
の
関
連
を
意
味
し
、
更
に
、
こ

の
関
連
は
商
品
交
換
と
い
う
社
会
的
関
係
に
お
い
て
与
え
ら
れ
て

い
る
。
価
値
概
念
の
規
定
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
に
存
在
の
位
相

を
異
に
し
て
は
い
る
が
、
同
時
に
「
交
換
」
に
よ
っ
て
媒
介
的
に

関
連
し
た
も
の
と
し
て
、
二
つ
の
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
要
す
る
に
、
マ
ル
ク
ス
が
分
析
的
方
法
に
よ
っ
て
確
定
し

た
価
値
実
体
労
働
の
諸
規
定
と
は
、
①
価
値
の
基
体
と
し
て
の
生

き
た
労
働
の
抽
象
的
属
性
で
あ
る
「
摘
象
的
人
間
労
働
」
の
存
在

（
私
的
藷
労
働
の
同
質
性
と
し
て
の
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
）
と
社

会
的
労
働
の
三
要
件
、
②
商
品
交
換
と
い
う
社
会
的
関
係
の
場
面
、

⑧
商
品
交
換
に
よ
る
異
質
な
私
的
諸
労
働
の
社
会
的
労
働
へ
の
編

成
（
「
価
値
の
実
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
の
存
立
）
の

各
契
機
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
分
析
的
方
法
に
よ
っ
て
二
商
品
等

置
を
分
析
の
所
与
と
し
た
上
で
、
そ
れ
自
体
で
は
社
会
的
で
は
な

い
私
的
諸
労
働
が
社
会
的
労
働
と
し
て
編
成
さ
れ
る
際
に
、
労
働

の
超
歴
史
的
属
性
で
あ
る
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
が
私
的
諸
労
働

の
特
殊
に
社
会
的
な
形
態
と
し
て
果
た
す
機
能
的
性
格
を
そ
れ
ぞ

れ
価
値
実
体
労
働
の
諸
規
定
と
し
て
分
析
的
に
確
定
し
た
の
で
あ

る
。
我
々
は
次
節
で
こ
れ
ら
の
諸
規
定
の
構
造
連
関
を
概
念
形
成

の
弁
証
法
に
よ
っ
て
解
明
し
、
価
値
実
体
労
働
の
「
概
念
」
（
こ

の
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
）
を
形
成
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
同
時

に
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
の
も
つ
二
義
性
、
「
価
値
の
基
体
と
し

て
の
摘
象
的
人
間
労
働
」
と
「
価
値
の
実
体
と
し
て
の
抽
象
的
人

間
労
働
」
の
構
造
連
関
も
ま
た
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

07　
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第
三
節

概
念
形
成
の
弁
証
法

－
価
値
概
念
の
構
造
発
生
1

　
一
　
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
の
存
在
性
格
に
つ
い
て

　
マ
ル
ク
ス
は
分
析
的
方
法
に
よ
り
二
商
品
等
置
を
分
析
の
基
礎

と
し
て
価
値
実
体
労
働
の
諸
規
定
を
分
析
的
に
析
出
し
、
価
値
概

念
を
規
定
し
た
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
私
的
諸
労
働
が
社
会
的
労

働
と
し
て
編
成
さ
れ
る
際
に
労
働
の
抽
象
的
属
性
で
あ
る
「
抽
象

的
人
間
労
働
」
の
果
た
す
特
殊
社
会
的
な
機
能
的
性
稽
が
価
値
実

体
労
働
の
規
定
で
あ
る
こ
と
を
析
出
し
た
も
の
で
あ
う
た
。
我
々

は
前
節
で
の
分
析
的
方
法
に
よ
っ
て
析
出
さ
れ
た
「
価
値
の
基
体

と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
と
「
価
値
の
実
体
と
し
て
の
抽
象

的
人
間
労
働
」
と
の
構
造
的
連
関
を
杜
会
的
労
働
の
編
成
様
式
と

い
う
観
点
か
ら
本
節
に
お
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
は
そ
れ
自
体
で

は
超
歴
史
的
な
「
価
値
の
基
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
が

「
交
換
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
論
理
的
構
造
を
も
っ
て
私
的
諸

労
働
の
特
殊
に
社
会
的
な
形
態
1
1
「
価
値
の
案
体
と
し
て
の
抽
象

的
人
間
労
働
」
へ
と
生
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
構
造
発
生
的
に

把
握
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
構
造
的
連
関
を
解
決
す
る
鍵
は
マ
ル
ク
ス
の
以
下
の
文
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
）

あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
『
初
版
』
で
等
価
形
態
第
二
の
特
色
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
「
価
値
関
係
及
ぴ
そ
れ
に
合
ま
れ
て
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

る
価
値
表
現
の
内
部
で
は
、
抽
象
的
に
一
般
的
な
も
の
（
密
竃
9

終
s
ぎ
≧
撮
Φ
昌
9
篶
）
が
、
具
体
的
な
も
の
、
感
覚
的
－
現
実

的
な
も
の
（
3
蜆
〆
昌
ζ
①
亘
ω
巨
昌
争
・
ミ
庁
雲
O
ま
）
の
属
性

（
曽
o
目
彗
8
5
ε
と
し
て
妥
当
す
る
の
で
は
な
く
て
、
逆
に
、
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

覚
的
－
具
体
的
な
も
の
が
抽
象
的
－
一
般
的
な
も
の
（
註
蜆
＞
σ
－

黒
蟹
ζ
－
≧
揖
O
目
9
冨
）
の
単
な
る
現
象
形
態
、
あ
る
い
は
、
特
定

の
実
現
形
態
と
し
て
妥
当
す
る
の
で
あ
る
」
（
内
貝
ω
。
ミ
ご
自
－

仰
ρ
α
宝
）
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
う
し
て
等
価
形
態
第
二
の
特
色
で

あ
る
具
体
的
労
働
が
そ
の
反
対
物
で
あ
る
抽
象
的
人
間
労
働
の
現

象
形
態
に
な
る
こ
と
を
説
明
し
、
更
に
こ
の
「
抽
象
的
人
間
労

働
」
と
い
う
私
的
諸
労
働
の
特
殊
に
杜
会
的
な
形
態
に
あ
る
労
働

の
現
象
形
態
と
し
て
、
等
価
形
態
に
あ
る
生
産
物
を
生
産
し
た
労

働
が
「
私
的
労
働
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
か
も
な
お
直
接

的
に
社
会
的
形
態
に
あ
る
労
働
」
（
宍
坤
ψ
N
曽
）
と
な
る
こ
と

を
等
価
形
態
の
第
三
の
特
色
と
し
て
あ
げ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
重
要
な
の
は
、
小
文
字
で
書
か
れ
た
「
抽
象
的
に
一
般
的
な
も

の
（
3
ω
き
撃
量
軍
≧
一
〇
目
①
昌
9
篶
）
」
と
大
文
字
化
さ
れ
た
「
抽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

象
的
－
一
般
的
な
も
の
（
α
畠
＞
σ
洛
墨
ζ
－
＞
二
〇
日
O
昌
9
目
O
）
」
の
区
　
　
鮒
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別
で
あ
る
。
前
者
は
同
時
に
、
具
体
的
な
も
の
、
即
ち
、
生
き
た

具
体
的
労
働
の
「
属
性
」
と
言
わ
れ
、
後
者
の
具
体
的
な
も
の
を

そ
の
現
象
形
態
と
す
る
大
文
字
化
さ
れ
た
「
抽
象
的
－
一
般
的
な

も
の
」
と
は
明
ら
か
に
そ
の
佳
格
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
こ
こ
で
の
論
証
の
ポ
イ
ン
ト
は
こ
の
具
体
的
な
も
の

の
「
属
性
」
で
あ
る
「
抽
象
的
に
一
般
的
な
も
の
」
の
大
文
字
化

さ
れ
た
「
抽
象
的
－
一
般
的
な
も
の
」
へ
の
転
化
な
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
続
け
て
述
ぺ
る
。
「
等
価
物
た
る
上
着
の
中
に
含
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

れ
て
い
る
裁
縫
労
働
は
、
リ
ン
ネ
ル
の
価
値
表
現
の
中
で
、
人
間

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

労
働
で
も
あ
る
と
い
う
一
般
的
な
属
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

い
。
逆
で
あ
る
。
人
間
労
働
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
裁
縫
労
働
の

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

本
質
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
裁
縫
労
働
で
あ
る
と
い
う

、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

こ
と
は
、
た
だ
裁
縫
労
働
の
こ
の
本
質
の
現
象
形
態
ま
た
は
特
定

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
実
現
形
態
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
日
u
芦
・
ψ

ミ
ー
）
。
か
く
し
て
、
こ
の
「
抽
象
的
に
一
．
般
的
な
も
の
」
の
区
別

は
一
方
の
、
私
的
諸
労
働
の
抽
象
的
「
属
性
」
と
し
て
の
「
抽
象

的
人
間
労
働
」
（
「
価
値
の
基
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
）

と
、
価
値
表
現
内
部
で
の
、
即
ち
、
二
商
品
等
置
と
い
う
レ
ベ
ル

で
の
犬
文
宇
化
さ
れ
た
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
、
つ
ま
り
、
「
価
値

の
実
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
の
区
別
で
あ
る
こ
と
が
判

る
。
具
体
的
な
も
の
の
「
属
性
」
で
あ
る
「
抽
象
的
に
一
般
的
な

も
の
」
の
具
体
的
な
も
の
を
そ
の
現
象
形
態
と
す
る
「
抽
象
的
－

一
般
的
な
も
の
」
へ
の
こ
の
転
化
が
、
私
的
諸
労
働
の
抽
象
的
属

性
で
あ
る
「
生
理
学
的
意
味
で
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
の
、
商
品

交
換
と
い
う
社
会
的
関
係
レ
ベ
ル
で
の
「
価
値
の
実
体
と
し
て
の

抽
象
的
人
間
労
働
」
へ
の
転
化
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う

こ
の
存
在
の
位
相
を
異
に
し
た
二
つ
の
「
抽
象
的
に
一
般
的
な
も

の
」
の
構
造
連
関
こ
そ
が
解
明
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
二
　
「
概
念
」
形
成
の
弁
証
法

　
普
遍
ま
た
は
一
般
（
≧
掃
⑭
昌
9
篶
）
と
い
う
言
葉
は
マ
ル
ク
ス

に
お
い
て
は
二
重
の
意
味
を
も
つ
。
そ
の
一
は
、
抽
象
的
普
遍
と

し
て
の
一
般
で
あ
り
、
様
々
な
も
の
に
単
に
共
通
す
る
に
過
ぎ
な

い
属
性
を
言
う
。
例
え
ば
、
赤
い
花
、
赤
い
リ
ン
ゴ
、
赤
い
服
は

共
通
な
属
性
と
し
て
「
赤
さ
」
を
も
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
様
々

な
私
的
諸
労
働
は
そ
れ
ら
が
人
間
労
働
で
あ
る
限
り
、
生
理
学
的

意
味
で
の
人
間
労
働
カ
の
支
出
と
し
て
の
「
抽
象
的
人
間
労
働
」

を
「
属
性
」
（
同
質
性
）
と
し
て
も
つ
。
そ
の
第
二
の
意
味
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旭
〕

物
象
化
し
た
具
体
的
普
遍
と
し
て
の
一
般
で
あ
る
。
第
一
の
意
味

に
お
け
る
抽
象
的
普
遍
は
、
人
間
の
思
惟
の
カ
に
よ
っ
て
様
々
な
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も
の
の
「
属
性
」
と
し
て
規
定
さ
れ
、
そ
れ
を
支
え
る
具
体
的
な

も
の
な
し
に
は
存
在
し
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
の
意
味

の
具
体
的
普
遍
は
、
様
々
な
個
物
の
現
実
的
な
社
会
的
関
係
か
ら

自
立
化
、
物
象
化
さ
れ
て
形
成
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ぱ
、

「
止
揚
さ
れ
た
個
別
的
な
も
の
（
彗
拭
等
o
げ
■
鶉
嘗
冨
①
巨
g
）
、
即

ち
、
一
般
的
な
も
の
（
≧
厨
①
冒
9
篶
）
」
（
H
H
－
一
ψ
－
塞
）
で
あ

る
が
、
具
体
的
普
遍
と
は
ま
さ
に
個
別
的
な
も
の
相
互
の
止
揚
の

運
動
に
よ
っ
て
一
般
的
な
も
の
し
て
自
立
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

「
一
般
的
社
会
的
労
働
時
間
」
「
一
般
的
等
価
物
」
に
言
わ
れ
る

「
一
般
的
」
と
は
、
個
別
的
な
も
の
の
社
会
的
関
係
か
ら
自
立
し

た
「
一
般
的
な
も
の
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
ぺ
き
も
の
な
の
で
あ

＾
1
3
〕る
。
従
っ
て
、
「
一
般
的
な
も
の
」
は
個
別
者
か
ら
自
立
し
た
と

い
う
意
味
で
は
抽
象
的
、
観
念
的
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
同
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
竺

実
在
的
で
あ
る
。
要
す
る
に
観
念
的
実
在
者
と
い
う
存
在
性
樒
を

も
つ
の
で
あ
る
。
更
に
、
「
一
般
的
な
も
の
」
を
生
み
出
し
た
個

別
者
は
こ
の
「
一
般
的
な
も
の
」
と
再
ぴ
関
係
を
結
ぷ
こ
と
に
よ

っ
て
、
単
に
特
殊
的
な
も
の
、
個
別
的
な
も
の
と
い
う
性
格
を
脱

し
て
、
普
遍
と
し
て
の
個
別
、
普
遍
に
措
定
さ
れ
た
特
殊
と
い
う

形
態
規
定
を
受
け
取
る
。
直
接
的
に
は
特
殊
的
な
も
の
に
過
ぎ
な

い
個
別
者
が
、
同
時
に
一
般
的
な
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
存
在
性

格
を
得
る
の
は
、
個
別
者
の
「
一
般
的
な
も
の
」
へ
の
関
係
行
為

に
よ
る
の
で
あ
る
。
個
別
者
の
潜
在
的
な
社
会
的
関
係
が
、
個
別

者
相
互
の
止
揚
の
運
動
に
よ
っ
て
対
象
と
し
て
物
象
化
さ
れ
、
個

別
者
は
こ
の
普
遍
と
し
て
対
象
化
さ
れ
た
物
象
と
事
後
的
に
関
係

を
取
り
結
ぷ
こ
と
に
よ
っ
て
、
喪
失
さ
れ
た
社
会
性
を
再
ぴ
媒
介

的
に
得
る
の
で
あ
る
。
再
ぴ
マ
ル
ク
ス
か
ら
引
用
を
行
え
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

「
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
、
一
者
に
関
係
す
る
こ
と
（
ω
一
島
昌
里
－

冨
旨
く
雪
事
一
芹
彗
）
な
し
に
お
よ
そ
一
つ
の
関
係
と
い
う
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
一
つ
の
一
般
的
な
も
の
に

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

関
係
す
る
こ
と
（
a
g
豊
9
畠
昌
≧
掃
Φ
昌
o
巨
竃
く
實
臣
ま
目
）

こ
と
が
な
け
れ
ぱ
、
お
よ
そ
一
般
的
関
係
を
表
現
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
（
冒
鼻
一
リ
ー
宗
）
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
一
者

の
個
別
者
か
ら
の
存
立
と
、
一
者
に
よ
る
個
別
者
の
止
揚
と
措
定

の
運
動
こ
そ
が
弁
証
法
的
「
概
念
」
と
呼
ぱ
れ
る
べ
き
も
の
な
の

で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
「
概
念
」
形
成
の
弁
証
法
、
つ
ま
り
、
特
殊
的
個
別

者
の
相
互
の
止
揚
の
運
動
に
よ
る
一
者
の
自
立
と
、
一
者
に
よ
る

個
別
者
の
措
定
（
個
別
者
が
直
接
的
に
は
特
殊
で
あ
り
な
が
ら
同

時
に
媒
介
的
に
普
遍
と
し
て
措
定
さ
れ
る
と
い
う
運
動
）
の
諸
契

機
は
、
第
一
に
、
直
接
的
社
会
性
を
欠
い
た
個
別
者
、
第
二
に
、
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個
別
者
の
社
会
的
関
係
、
第
三
に
、
個
別
者
相
互
の
止
揚
に
よ
る

一
者
の
物
象
化
1
1
具
体
的
普
遍
の
存
立
、
第
四
に
、
個
別
者
の
こ

の
自
立
化
し
た
一
者
へ
の
関
係
行
為
に
よ
る
普
遍
的
な
も
の
と
し

て
の
媒
介
的
措
定
、
に
よ
る
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。

　
三
　
価
値
「
概
念
」
形
成
の
弁
証
法

　
我
々
は
以
上
の
考
察
に
基
づ
き
更
に
リ
ン
ネ
ル
“
上
着
を
考
察

の
基
礎
と
し
て
、
価
値
実
体
労
働
の
発
生
構
造
を
閲
明
し
よ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
私
的
諸
労
働
は
直
接
的
に
は
社
会
的
労
働
で
は
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
自
体
は
直
接
的
な
社
会
性
を
欠
い
た
特

殊
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
（
個
別
者
と
し
て
の
私
的
諸
労
働
）
。
即

ち
、
「
出
発
点
と
な
る
の
は
、
…
私
的
諸
労
働
の
特
殊
的
労
働
」

で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
労
働
は
人
間
労
働
で
あ
る
隈
り
、
生

理
学
的
意
味
で
の
人
間
労
働
カ
の
支
出
と
し
て
「
抽
象
的
人
間
労

働
」
を
属
性
と
し
て
も
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
私
的
諸
労
働
の

第
一
の
二
重
性
が
出
発
点
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
私
的
諸
労
働
が
社
会
的
労
働
と
し
て
機
能
す
る
た
め

に
は
、
こ
の
労
働
は
直
接
的
な
杜
会
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
よ

り
相
互
に
社
会
的
関
連
が
な
い
の
だ
か
ら
、
商
品
交
換
が
不
可
欠

＾
”
〕で
あ
る
（
個
別
者
の
社
会
的
関
係
）
。
こ
の
交
換
に
よ
り
私
的
諸

労
働
の
冤
実
的
な
異
質
性
は
捨
象
さ
れ
、
私
的
諸
労
働
の
間
に
社

会
的
同
等
性
が
生
ま
れ
る
σ
即
ち
、
前
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
「
互

い
に
全
く
異
な
る
諸
労
働
の
同
等
性
は
た
だ
現
実
の
不
等
性
の
捨

象
、
諸
労
働
が
人
間
労
働
カ
の
支
出
と
し
て
も
つ
共
通
な
性
楮
へ

の
還
元
に
お
い
て
し
か
成
り
た
ち
え
な
い
」
の
で
あ
る
か
ら
。
こ

こ
で
私
的
諸
労
働
の
第
二
の
二
重
性
が
語
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、

私
的
諸
労
働
は
「
全
く
異
な
る
」
（
私
的
諸
労
働
の
「
私
的
特
殊

性
」
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
還
元
」
に
率
い
て
「
同
等
性
」
（
私

的
諸
労
働
の
社
会
的
同
等
性
）
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
語
ら

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
私
的
諸
労
働
が
人
間
労
働
力
と
し
て
も

つ
共
通
な
性
格
」
（
私
的
諸
労
働
の
同
質
性
と
し
て
の
「
摘
象
的

人
間
労
働
」
）
が
「
還
元
」
の
出
発
点
で
あ
る
が
、
特
殊
的
な
私

的
諸
労
働
が
そ
こ
へ
と
「
還
元
さ
れ
た
」
「
抽
象
的
人
間
労
働
」

は
私
的
諸
労
働
の
社
会
的
同
等
性
と
し
て
、
私
的
諸
労
働
の
特
殊

に
杜
会
的
な
形
態
と
し
て
の
規
定
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
私
的
諸
労
働
の
特
殊
社
会
的
な
同
等
性
を
根
拠
に
し
て
、

私
的
諸
労
働
の
社
会
的
労
働
と
し
て
の
他
の
二
要
件
、
労
働
の
社

会
的
大
き
さ
と
労
働
の
杜
会
的
関
連
が
生
ま
れ
る
二
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
こ
こ
ま
で
は
前
節
で
い
わ
れ
た
「
抽
象
的
人
間
労

働
」
の
存
在
性
格
の
相
違
が
語
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
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＾
些

　
従
っ
て
第
三
に
、
問
題
は
「
還
元
」
の
内
実
、
即
ち
、
一
着
で

あ
る
「
価
値
の
実
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
の
個
別
者
で

あ
る
私
的
諸
労
働
と
そ
の
抽
象
的
属
性
で
あ
る
「
価
値
の
基
体
と

し
て
抽
象
的
人
間
労
働
」
か
ら
の
発
生
構
造
で
あ
る
。
こ
の
構
造

は
マ
ル
ク
ス
の
以
下
の
文
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
は

述
べ
て
い
る
。
「
私
的
諸
労
働
の
社
会
的
形
態
と
は
、
同
等
な
労

働
と
し
て
の
そ
れ
ら
の
相
亙
の
関
係
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
様
々

に
異
な
っ
た
労
働
の
同
等
性
は
、
た
だ
そ
れ
ら
の
不
等
性
の
捨
象

に
の
み
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
私
的
諸
労
働
の
社

会
的
形
態
は
そ
れ
ら
の
人
間
労
働
一
般
と
し
て
の
、
人
間
労
働
カ

の
支
出
と
し
て
の
そ
れ
ら
の
相
互
の
関
連
（
豪
屋
｝
o
辻
筈
冒
胴

豊
；
ぎ
邑
Φ
、
芸
目
①
曇
昌
婁
ξ
σ
①
宗
昌
華
臣
毛
一
＜
亭

昌
眈
o
目
き
…
唖
。
目
昌
昌
8
；
g
實
ξ
σ
①
｛
津
蟹
｛
↓
）
で
あ
る
。
①
全

て
の
人
間
労
働
は
、
そ
の
内
容
や
そ
の
作
葉
様
式
が
ど
う
で
あ
ろ

う
と
も
、
実
際
に
、
人
間
労
働
カ
の
支
出
な
の
で
あ
る
。
②
ど
の

社
会
的
労
働
の
形
態
に
お
い
て
も
異
な
る
諸
個
人
の
労
働
は
や
は

り
人
間
労
働
と
し
て
関
係
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
⑧
こ
こ
で

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
こ
の
関
連
そ
の
も
の
（
皇
Φ
器
黒
豪
巨
目
o
司
邑
σ
g
）
が
諸
労
働

の
特
殊
に
社
会
的
な
形
態
と
し
て
認
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
（
旨
－

鼻
・
ψ
竃
）
。
こ
れ
を
分
析
し
よ
う
。
①
で
マ
ル
ク
ス
ね
、
「
価
値

の
基
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
そ
れ
自
体
で
は
私
的
諸
労
働
の
単
な
る
同
質
性
に
過
ぎ
な
い

「
抽
象
的
人
間
労
働
」
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
②
で
、

社
会
的
労
働
の
要
件
を
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
で

そ
の
労
働
が
特
定
の
様
式
一
で
社
会
的
労
働
と
し
て
編
成
さ
れ
、
相

互
に
人
間
労
働
と
し
て
関
係
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

③
で
初
め
て
、
商
品
一
生
産
牡
会
に
お
け
る
私
的
諸
労
働
の
社
会
的

労
働
と
し
て
の
編
成
様
式
に
お
い
て
は
そ
の
「
特
殊
に
社
会
的
な

形
態
」
が
「
こ
の
関
連
そ
の
も
の
」
、
つ
ま
り
、
私
的
諸
労
働
の

同
質
性
と
し
て
の
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
相
互
の
関
係
そ
の
も
の
。

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
。
こ

れ
は
即
ち
、
私
的
諸
労
働
の
特
有
な
社
会
的
形
態
（
「
価
値
の
実

体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
）
と
は
、
「
価
値
の
基
体
と
し
て

の
抽
象
的
人
間
労
働
」
を
関
係
を
取
り
結
ぶ
た
め
の
「
項
」
と
し

た
、
「
価
値
の
基
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
相
亙
の
関
係

そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な

「
価
値
の
基
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
を
関
係
の
「
項
」

と
す
る
「
関
連
そ
の
も
の
」
の
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
異
種
の

私
的
諸
労
働
の
「
属
性
」
で
あ
る
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
は
同
質

的
な
も
の
で
あ
る
が
、
同
等
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
た
。
従
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ウ
て
、
同
質
的
な
も
の
と
し
て
の
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
が
「
関

係
」
す
る
と
は
、
こ
の
同
質
的
で
は
あ
る
が
同
等
な
も
の
で
は
な

い
私
的
諸
労
働
が
そ
の
対
象
化
物
た
る
労
働
生
産
物
に
合
ま
れ
る

個
別
的
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
を
商
品
交
換
と
い
う
社
会
的
場
面

に
お
い
て
相
互
に
関
係
1
1
譲
渡
さ
せ
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会

的
に
必
要
な
労
働
時
間
、
一
般
的
に
社
会
的
な
労
働
時
間
（
と
そ

れ
に
対
応
し
て
支
出
さ
れ
る
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
の
社
会
的
に

妥
当
な
量
）
を
自
立
化
さ
せ
、
個
別
的
な
労
働
時
間
を
尺
度
す
る

時
間
基
準
と
し
て
存
立
せ
し
め
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
（
個

別
者
相
互
の
止
揚
の
運
動
と
一
者
の
自
立
）
。
社
会
的
に
必
要
な

労
働
時
間
は
様
々
な
要
因
に
よ
り
可
変
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
実

際
に
支
出
さ
れ
た
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
相
互
の
そ
の
都
度
の
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

均
化
、
妥
当
化
の
作
用
に
よ
っ
て
の
み
存
在
す
る
。
マ
ル
ク
ス
は

こ
へ
事
態
を
次
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。
即
ち
、
商
品
は
「
価
値
と
し

て
は
、
単
に
措
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
つ
ま
り
、
単
に
社
会
的

に
必
要
で
、
同
等
で
単
純
な
労
働
時
間
に
対
す
る
そ
の
関
係
に
よ

づ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
の
み
現
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

全
く
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
再
生
産
に
必
要
な
労
働
時
間

が
変
化
す
る
な
ら
ぱ
、
例
え
そ
の
商
品
に
現
実
に
舎
ま
れ
て
い
る

労
働
時
間
は
変
わ
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
商
品
の
価
値
は
変
化

す
る
の
で
あ
る
」
（
旨
邑
貝
ω
・
H
8
）
。
逆
に
言
え
ぱ
、
価
値
の

実
体
と
し
て
の
「
社
会
的
に
必
要
な
」
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
は

常
に
、
個
別
的
商
品
に
現
実
に
合
ま
れ
て
い
る
「
抽
象
的
人
間
労

働
」
の
譲
渡
に
よ
っ
て
一
般
的
な
労
働
時
間
と
し
て
自
立
し
、
今

度
は
個
別
的
な
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
に
対
し
て
尺
度
し
、
妥
当

化
す
る
一
般
的
な
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
と
し
て
存
在
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
即
ち
「
一
般
的
労
働
時
間
は
そ
れ
自
身
一
つ
の
抽

象
で
あ
っ
て
、
そ
の
も
の
と
し
て
の
諸
商
品
に
対
し
て
存
在
す
る

も
の
で
は
な
い
」
（
H
H
－
“
ω
．
H
竃
）
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特

殊
な
私
的
諸
労
働
の
個
別
的
労
働
時
間
と
そ
れ
に
対
応
し
て
支
出

さ
れ
た
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
が
、
商
品
交
換
に
よ
っ
て
「
私
的
．

諸
労
働
の
生
産
物
の
偶
然
的
で
常
に
動
揺
し
て
い
る
交
換
比
率
を

通
し
て
」
（
穴
一
ω
・
o
．
o
）
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
に
還
元

さ
れ
た
も
の
が
、
私
的
諸
労
働
の
独
自
な
社
会
的
な
形
態
に
あ
る

労
働
、
つ
ま
り
、
一
者
で
あ
る
「
価
値
の
実
体
と
し
て
の
抽
象
的

人
間
労
働
」
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
異
種
の
私
的
諸
労

働
の
対
象
化
物
に
含
ま
れ
た
個
別
的
な
同
質
的
な
も
の
で
あ
る

「
抽
象
的
人
間
労
働
」
が
、
「
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
の
み
を

必
要
と
す
る
限
り
」
（
－
巨
♀
ω
・
3
）
と
い
う
観
点
に
お
い
て
相

互
に
尺
度
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
常
に
二
つ
の
「
抽
象
的
人
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間
労
働
L
を
関
係
の
「
項
」
と
す
る
関
係
そ
の
も
の
、
つ
ま
ゲ
、

相
対
的
な
一
般
的
社
会
的
労
働
時
間
と
そ
れ
に
対
応
し
て
支
出
さ

れ
る
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
の
社
会
的
に
妥
当
な
量
と
い
う
位
相

で
の
み
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
関
係
す
る
項
（
異
種
の
私
的
諸
労

働
の
特
殊
な
対
象
化
物
に
含
ま
れ
て
い
る
個
別
的
な
「
抽
象
的
人

間
労
働
」
）
と
は
区
別
さ
れ
た
関
係
そ
の
も
の
（
社
会
的
に
必
要

な
労
働
時
間
と
い
う
観
点
に
お
い
て
尺
度
さ
れ
た
同
等
な
「
価
値

の
実
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
）
と
は
以
上
の
よ
う
に
存

在
す
る
の
で
あ
る
。
一
者
の
存
立
構
造
と
そ
の
性
椿
と
は
以
上
の

も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
第
四
に
、
個
別
者
は
自
立
化
し
た
一
者
に
関
係
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
、
そ
の
個
別
的
な
労
働
時
間
を
自
立
し
た

一
般
的
な
社
会
的
労
働
時
間
に
よ
っ
て
尺
度
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
一
者
に
措
定
さ
れ
た
個
別
者
と
し
て
存
在
す
る
（
個
別
者
の

一
者
へ
の
関
係
行
為
）
。
こ
の
自
立
し
た
一
般
的
労
働
時
間
が
対

象
化
さ
れ
て
実
存
す
る
も
の
が
、
価
値
論
の
タ
ー
ム
で
言
え
ぱ
、

　
　
＾
望

「
等
価
物
」
で
あ
る
。
先
程
の
例
で
考
え
れ
ぱ
、
裁
縫
労
働
は
こ

の
関
係
を
再
ぴ
物
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
即
ち
、
一
般

的
な
社
会
的
労
働
時
間
（
と
そ
れ
に
対
応
し
て
支
出
さ
れ
る
「
抽

象
的
人
間
労
働
」
の
社
会
的
に
妥
当
な
量
）
を
対
象
化
し
た
も
の

と
し
て
の
み
「
等
価
物
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
特
定
の
具
体
的
有

用
労
働
は
抽
象
的
人
間
労
働
の
実
現
形
態
ま
た
は
現
象
形
態
と
し

て
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
労
働
は
他
の
労
働
と
の
同
等
性
の
形

態
を
も
つ
の
で
あ
り
、
従
っ
て
ま
た
、
全
て
の
他
の
商
品
生
産
労

働
と
同
様
に
私
的
労
働
で
あ
る
の
に
、
し
か
も
な
お
直
接
的
に
社

会
的
形
態
に
あ
る
労
働
」
（
宍
貝
ω
・
N
S
）
と
し
て
妥
当
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
商
品
交
換
に
よ
り
、
特
殊
な
私
的
諸
労
働
の
個
別

的
な
労
働
時
間
が
譲
渡
さ
れ
、
尺
度
さ
れ
た
結
果
と
し
て
の
一
般

的
労
働
時
間
関
係
を
対
象
化
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
れ
は

上
着
に
「
等
価
物
」
の
規
定
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
織
布

労
働
は
こ
の
等
価
物
に
関
係
す
る
こ
と
に
よ
、
っ
て
、
「
こ
の
回
り

　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
〕

遺
を
通
つ
た
う
え
で
」
（
宍
卜
ω
・
a
）
そ
れ
自
身
が
杜
会
的
労
働

と
し
て
妥
当
す
る
。
即
ち
「
織
布
労
働
も
、
そ
れ
が
価
値
を
織
り

出
す
限
り
に
お
い
て
は
、
裁
縫
労
働
か
ら
区
別
さ
れ
る
特
徴
を
も

っ
て
い
な
い
こ
と
、
即
ち
、
抽
象
的
人
間
労
働
で
あ
る
こ
と
が
語

。
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
（
旨
声
）
。
か
く
し
て
、
裁
縫
労
働
と
織
布

労
働
は
「
直
接
的
に
は
社
会
的
で
な
い
労
働
」
で
あ
る
が
、
商
品

交
換
と
い
う
場
面
で
裁
縫
労
働
を
ま
ず
「
直
接
に
社
会
的
な
形
態

に
あ
る
労
働
」
と
し
て
妥
当
化
し
、
こ
の
裁
縫
労
働
に
再
び
織
布

労
働
が
関
係
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
織
布
労
働
も
ま
た
社
会
的
労

77　
　
・
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働
と
し
て
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
私
的
諸
労
働

（
裁
縫
労
働
と
織
布
労
働
）
は
そ
れ
自
身
特
殊
で
あ
り
な
が
ら
、

一
者
の
自
立
と
一
者
へ
の
関
係
行
為
に
よ
っ
て
一
般
的
な
も
の
と

し
て
二
重
に
措
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
措
定
に
よ
り
裁
縫
労

働
と
織
布
労
働
は
双
方
の
生
産
物
が
個
値
物
と
し
て
み
な
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
に
、
二
つ
の
労
働
が
価
値
実
体
労
働
と
し

て
生
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
二
つ
の
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
の
二
義
性
に
つ
い
て

以
上
の
獲
得
さ
れ
た
立
場
か
ら
述
べ
る
な
ら
ぱ
、
両
者
の
区
別
と

関
連
と
は
、
「
価
値
の
実
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
は
「
価

値
の
基
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
を
関
係
の
項
と
す
る
関

係
概
念
で
あ
り
、
こ
の
関
係
か
ら
項
と
し
て
の
「
抽
象
的
人
間
労

働
」
（
同
質
性
）
を
孤
立
し
て
取
り
出
せ
ば
、
そ
れ
は
生
き
た
労

働
に
共
通
す
る
「
属
性
」
に
過
ぎ
ず
、
従
っ
て
、
超
歴
史
的
範
曉

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
を
関
係
の
項

と
す
る
「
価
値
の
実
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
は
、
関
係

そ
の
も
の
と
し
て
杜
会
的
労
働
と
し
て
機
能
す
る
「
抽
象
的
人
間

労
働
」
で
あ
る
限
り
は
特
殊
歴
史
的
範
醸
で
あ
る
。
以
上
に
よ
り
、

「
摘
象
的
人
間
労
働
」
の
二
義
性
は
解
決
さ
れ
た
。
そ
れ
は
関
係

し
あ
う
項
か
ら
区
別
さ
れ
た
関
係
そ
の
も
の
（
「
価
値
の
実
体
と

し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
一
）
と
、
関
係
を
担
う
「
項
」
（
個
値
の

基
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
L
）
と
の
区
別
と
関
連
な
の
で

あ
る
。

ま
と
め

　
我
々
は
分
析
的
方
法
に
よ
り
、
二
商
品
等
置
を
分
析
の
前
提
と

し
て
価
値
実
体
労
働
の
諸
規
定
を
析
出
し
た
。
更
に
我
々
は
概
念

形
成
の
弁
証
法
に
よ
っ
て
価
値
実
体
労
働
の
構
造
的
発
生
を
解
明

し
た
。
こ
の
構
造
的
発
生
と
は
、
そ
れ
自
体
で
は
超
歴
史
的
な
労

働
の
抽
象
的
属
性
で
あ
る
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
が
、
私
的
諸
労

働
が
社
会
的
労
働
と
し
て
編
成
さ
れ
る
際
に
果
た
す
特
殊
社
会
的

な
機
能
的
性
椿
（
「
価
値
の
実
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
）

を
ど
の
よ
う
な
媒
介
過
程
に
よ
っ
て
獲
得
す
る
か
、
を
発
生
的

（
個
別
者
と
そ
の
社
会
的
関
係
、
個
別
者
相
互
の
止
揚
の
運
動
、

一
者
の
自
立
、
一
者
へ
の
個
別
者
の
関
係
行
為
）
に
追
及
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
価
値
概
念
は
超
歴
史
的
な
「
抽

象
的
人
間
労
働
」
か
ら
発
生
的
に
私
的
諸
労
働
の
特
殊
に
社
会
的

な
形
態
へ
と
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
獲
得
さ
れ
た
立
場

か
ら
す
れ
ば
、
「
価
値
の
基
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
と

「
価
値
の
実
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
と
は
、
後
者
は
関
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係
す
る
項
か
ら
区
別
さ
れ
た
「
関
係
そ
の
も
の
」
と
し
て
の
「
抽

象
的
人
間
労
働
」
で
あ
り
、
異
種
の
特
殊
的
生
産
物
に
含
ま
れ
て

い
る
個
別
的
な
「
価
値
の
基
体
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
」
が

「
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
を
必
要
と
す
る
限
り
」
と
い
う
観

点
に
お
い
て
、
商
品
交
換
と
い
う
社
会
的
場
面
で
変
動
す
る
交
換

比
率
を
通
し
て
梱
互
に
同
等
化
H
妥
当
化
さ
れ
た
も
の
、
従
っ
て
、

祉
会
的
一
般
的
労
働
時
間
と
そ
れ
に
対
応
し
て
支
出
さ
れ
る
「
抽

象
的
人
間
労
働
」
の
社
会
的
に
妥
当
な
量
と
い
う
存
在
性
椿
を
持

つ
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
歴
史
的
概
念
で
あ
り
、
前
者
は
関
係

の
項
と
し
て
そ
れ
自
身
孤
立
し
て
取
り
出
せ
ぱ
、
超
歴
史
的
概
念

で
あ
っ
た
。
我
々
は
分
析
的
方
法
と
概
念
形
成
の
弁
証
法
に
よ
り

価
値
実
体
労
働
の
発
生
的
構
造
を
解
明
し
、
同
時
に
二
つ
の
「
抽

象
的
人
間
労
働
」
の
区
別
と
関
連
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
こ
の
議
諭
の
最
近
の
総
括
と
し
て
は
、
明
石
博
行
「
商
品
に
表

　
わ
さ
れ
る
労
働
の
二
璽
性
」
、
種
瀬
茂
編
『
資
本
論
の
研
究
』
青
木

　
書
店
、
一
九
八
六
年
所
収
、
を
参
照
。

（
2
）
　
ル
ー
ピ
ン
「
マ
ル
ク
ス
の
体
系
に
お
け
る
抽
象
的
労
働
と
価

　
値
」
、
ル
ー
ピ
ン
他
『
経
済
学
の
根
本
問
題
』
共
生
閣
、
一
九
五
四

　
年
所
収
、
二
八
九
員
以
下
。

（
3
）
　
こ
こ
で
の
「
分
析
的
方
法
」
と
は
単
純
な
分
析
綜
合
の
方
法
で

　
あ
り
、
「
発
生
的
方
法
」
と
は
分
析
的
方
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
概

　
念
か
ら
形
態
を
展
開
す
る
方
法
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
見
田
石
介

　
『
資
本
論
の
方
法
』
弘
文
堂
、
一
九
七
二
年
、
を
参
照
。

（
4
）
　
見
田
、
前
掲
書
、
二
七
頁
。

（
5
）
　
本
論
文
で
は
、
内
容
、
基
体
を
超
歴
史
的
範
曉
と
し
て
、
実
体
、

　
概
念
を
歴
史
的
範
榛
と
し
て
用
い
る
。
こ
の
際
h
「
実
体
」
と
は
超

　
歴
史
的
内
容
が
社
会
的
に
形
態
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味

　
で
「
実
体
」
は
形
態
展
開
が
そ
こ
か
ら
な
さ
れ
る
概
念
の
即
自
態
で

　
あ
る
。
本
論
文
で
概
念
形
成
と
言
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
即
自
的
概
念

　
1
－
実
体
の
形
成
を
言
う
。

（
6
）
　
概
念
形
成
の
弁
証
法
と
概
念
展
開
の
弁
証
法
は
「
構
造
発
生
的

　
方
法
」
の
二
契
機
を
な
す
。
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
の
弁
証
法
の
構
成
要

　
素
を
述
ぺ
れ
ぱ
、
①
分
析
的
方
法
、
②
構
造
発
生
的
方
法
（
概
念
形

　
成
と
概
念
展
開
の
弁
証
法
）
、
⑥
歴
史
的
方
法
、
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

　
超
歴
史
的
内
容
↓
構
造
発
生
（
内
容
の
社
会
的
形
態
1
－
実
体
u
即
自

　
的
概
念
↓
概
念
展
開
）
↓
構
造
の
歴
史
的
展
開
を
反
映
す
る
。
な
お
、

　
「
構
造
発
生
的
方
法
」
に
つ
い
て
は
、
く
σ
q
F
』
、
N
9
昌
メ
b
膏
ミ
㌣

　
竃
§
8
￥
冬
之
ξ
薫
　
冨
｝
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
～
二
b
婁
き
盲
§
♪
、
、
■
宵
＝
p

　
s
α
o
o
二
勺
．
田
o
－
－
冨
o
目
彗
．
o
耐
㎞
雨
ミ
§
意
膏
ぎ
ミ
ミ
ミ
Ω
鶉
更
、
｝
§
忌
一

　
田
胃
＝
p
一
ま
p

（
7
）
以
下
、
宍
H
は
、
金
集
版
『
資
本
論
』
第
一
巻
、
穴
向
は
『
資

　
本
論
・
初
版
』
、
旨
≦
－
目
は
全
集
版
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
第
三

　
巻
、
を
表
し
、
H
H
山
L
－
－
N
な
ど
は
新
メ
ガ
版
の
巻
数
を
表
す
。
な

　
お
、
強
調
、
①
、
②
、
な
ど
の
記
号
、
…
の
省
略
符
号
は
全
て
引
用

　
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

279



一橘論叢　第101巻　第2号　（114）

（
8
）
く
。
目
一
．
目
ム
ω
－
H
H
o
印
穴
向
一
ω
．
鼻
彗
一
ω
』
ひ
一

（
9
）
　
「
牲
会
的
労
働
」
の
規
定
に
関
し
て
は
、
＜
的
－
．
宍
坤
ω
。
山
9

　
穴
戸
ω
一
〇
〇
ω
｛
．

（
1
0
）
　
正
木
八
郎
「
商
品
論
と
抽
象
的
人
間
労
働
」
、
『
現
代
恩
想
』
、

　
第
三
巻
第
十
三
号
、
一
九
八
三
年
、
を
参
照
。

（
1
1
）
　
価
値
実
体
労
働
の
概
念
規
定
に
お
い
て
、
な
ぜ
価
値
形
態
論
が

　
考
慮
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
述
ぺ
る
な
ら
ば
、
マ
ル
ク
ス

　
の
価
値
実
体
労
働
の
概
念
規
定
は
二
商
品
等
置
を
前
提
に
し
て
行
わ

　
れ
て
い
る
た
め
、
当
然
、
価
値
形
態
論
の
分
析
が
必
要
と
な
る
の
で

　
あ
る
。
『
資
本
論
』
第
一
編
第
一
章
の
第
二
節
と
第
三
節
の
関
係
に

　
つ
い
て
は
、
第
二
節
で
分
析
の
前
捉
と
さ
れ
て
い
た
商
品
価
値
を
、

　
第
三
節
で
そ
の
前
提
の
発
生
構
造
を
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

　
立
場
を
と
る
。
「
そ
れ
ら
生
産
物
に
含
ま
れ
て
い
る
労
働
の
社
会
的

　
労
働
と
し
て
の
こ
の
よ
う
な
発
展
こ
そ
が
貨
幣
形
成
の
条
件
と
な

　
る
」
（
峯
峯
■
卜
ω
．
一
昔
）
。
注
（
1
6
）
を
参
照
。

（
1
2
）
　
物
象
化
論
と
「
具
体
的
普
遍
」
の
成
立
に
関
し
て
は
別
稿
を
予

　
定
し
て
い
る
が
、
さ
し
あ
た
り
、
見
困
石
介
氏
の
諸
著
作
が
参
考
と

　
な
ろ
う
。
し
か
し
、
見
田
氏
に
は
物
象
化
論
に
関
す
る
一
冒
及
は
な
い
。

（
H
）
　
「
他
の
全
て
の
商
品
の
リ
ン
ネ
ル
ヘ
の
こ
の
よ
う
な
転
化
の
結

　
果
と
し
て
だ
け
リ
ン
ネ
ル
は
直
接
に
一
般
的
労
働
時
間
の
対
象
化
、

　
即
ち
、
全
面
的
譲
渡
の
産
物
、
個
人
的
労
働
の
止
揚
と
な
る
」
（
■
－

　
“
ω
．
H
ミ
）
。

（
1
4
）
　
こ
の
よ
う
な
「
観
念
的
実
在
」
に
つ
い
て
は
更
に
、
O
い
O
、

　
宝
≡
自
o
目
一
ミ
s
ミ
，
■
．
o
§
辻
ミ
、
一
■
o
自
o
o
～
5
o
o
p
や
ミ
■

（
1
5
）
　
「
諸
商
品
の
交
換
と
は
、
社
会
的
素
材
変
換
、
つ
ま
り
、
私
的

　
諸
個
人
の
特
殊
的
生
産
物
の
交
換
が
同
時
に
、
こ
の
素
材
変
換
の
な

　
か
で
彼
等
が
取
り
緒
ぶ
一
定
の
社
会
的
諸
生
産
関
係
の
創
出
で
も
あ

　
る
と
い
う
過
程
で
あ
る
」
（
目
1
“
ω
、
巨
N
）
。

（
1
6
）
　
「
還
元
」
の
形
式
に
関
し
て
は
、
裁
縫
労
働
が
価
値
物
の
形
態

　
規
定
を
与
え
ら
れ
、
次
に
、
織
布
労
働
が
抽
象
的
人
間
労
働
に
還
元

　
さ
れ
る
と
い
う
段
階
説
を
と
る
。
も
っ
と
も
そ
の
内
実
は
異
な
る
も

　
の
で
あ
る
。

（
〃
）
　
再
ぴ
注
記
す
る
と
、
こ
二
で
の
問
趨
は
、
商
品
等
置
の
前
提
で

　
あ
る
価
値
で
は
な
く
て
、
商
品
等
置
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
個
値
で
あ

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
．
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
る
。
「
商
晶
の
価
値
の
犬
き
さ
は
、
社
会
的
労
働
時
間
に
対
す
る
一

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
つ
の
必
然
的
な
、
こ
の
商
品
の
形
成
過
程
に
内
在
す
る
関
係
を
表

　
、
　
す
」
（
穴
H
一
ω
．
H
ミ
）
。

（
1
8
）
　
「
等
価
物
」
規
定
に
関
し
て
の
議
諭
は
多
い
が
、
こ
こ
で
は
、

　
商
品
の
自
然
形
態
が
「
抽
象
的
人
間
労
働
」
の
体
化
物
と
し
て
定
在

　
す
る
と
い
う
形
態
規
定
を
表
す
も
の
と
す
る
。

（
1
9
）
　
「
回
り
遺
」
に
関
し
て
は
基
本
的
に
、
久
留
間
鮫
造
氏
の
見
解

　
を
継
ぐ
も
の
、
宇
野
派
の
見
解
（
宇
野
弘
蔵
氏
の
見
解
を
継
ぐ
も

　
の
）
、
い
わ
ゆ
る
市
民
社
会
派
の
見
解
（
平
田
清
明
氏
の
見
解
を
継

　
ぐ
も
の
）
に
犬
別
で
き
よ
う
が
、
本
論
文
の
立
場
は
「
個
値
表
現
は

　
価
値
の
実
体
で
あ
る
抽
象
的
人
間
労
働
を
生
成
さ
せ
る
媒
介
過
程
で

　
あ
る
」
と
す
る
市
民
社
会
派
の
見
解
に
近
い
。
平
田
清
明
編
『
経
済

　
原
論
』
青
林
書
院
新
社
、
一
九
八
三
年
、
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
犬
学
犬
学
院
博
士
課
程
）
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